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　東京商工リサーチは日、年（～
月）の旅行業と宿泊業の倒産動向について
の調査結果を発表した。旅行業の倒産は
件（前年比．％増）で、年以来、年ぶりに
前年を上回った。宿泊業の倒産は、前年から
．倍増の件（前年比．％増）に急増
し、年以来、年ぶりに件台に達した。

　

年
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
は
、
海
外
と
の
入
出
国

規
制
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令

に
よ
る
外
出
自
粛
な
ど
で
、

国
内
外
の
人
の
移
動
を
大
幅

に
制
限
し
、
観
光
業
界
に
大

打
撃
を
与
え
た
。こ
の
た
め
、

政
府
や
自
治
体
、
金
融
機
関

に
よ
る
制
度
融
資
や
返
済
猶

予
な
ど
の
資
金
繰
り
支
援
策

の
ほ
か
、
持
続
化
給
付
金
や

雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
支
援

策
が
広
が
り
、
倒
産
を
抑
制

し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
は
観

光
業
界
の
支
援
策
と
し
て

「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
７
月
に
開

始
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
に
直

面
し
た
旅
行
業
界
に
追
い
風

と
な
っ
た
。

　
だ
が
、

月
に
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
第
３
波
が
襲

来
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
停

止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
施
期
間
が
短

く
、
対
象
が
国
内
旅
行
に
限

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
手

旅
行
会
社
も
軒
並
み
赤
字
決

算
を
発
表
、
早
期
・
希
望
退

職
の
実
施
を
打
ち
出
し
た
企

業
も
現
れ
た
。

　
旅
行
業
の
倒
産
件
数
は
３

年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
っ
た

も
の
、
過
去

年
間
で
は


年
（

件
）
に
次
い
で
、
２

番
目
に
少
な
い
低
水
準
と
な

っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
が
原
因
の
倒
産

は
７
件
発
生
し
、
旅
行
業
全

体
の
約
３
割
（
構
成
比

・

９
％
）
を
占
め
た
。

　
負
債
総
額
は
２
９
９
億
７

２
０
０
万
円
（
前
年
比
２
０

０
９
・
２
％
増
）
で
、
件
数

同
様
、
３
年
ぶ
り
に
前
年
を

上
回
っ
た
。
て
る
み
く
ら
ぶ

（
東
京
、
負
債
１
５
１
億
１

３
０
０
万
円
）
の
倒
産
が
発

生
し
た
２
０
１
７
年
（
２
１

５
億
７
３
０
０
万
円
）以
来
、

３
年
ぶ
り
に
２
０
０
億
円
を

超
え
、
過
去

年
間
で
最
大

だ
っ
た
。
６
月
に
民
事
再
生

法
の
適
用
を
申
請
し
た
ホ
ワ

イ
ト
・
ベ
ア
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
大
阪
、
６
月
、
負
債
２
７

８
億
円
）
が
、
旅
行
業
と
し

て
は
平
成
以
降
の
倒
産
で
最

大
の
負
債
額
で
全
体
を
押
し

上
げ
た
。

　
原
因
別
で
は
、
「
販
売
不

振
」
が

件
（
前
年
比
４
・

５
％
減
）
で
最
多
。
倒
産
全

体
の
８
割
（
構
成
比

・
７

％
）を
占
め
た
。そ
の
ほ
か
、

「
既
往
の
シ
ワ
寄
せ
（
赤
字

累
積
）
」
が
２
件
、
「
過
小

資
本（
運
転
資
金
の
欠
乏
）」

と
「
他
社
倒
産
の
余
波
」
、

代
表
者
の
死
亡
な
ど
偶
発
的

原
因
に
よ
る
「
そ
の
他
」
が

各
１
件
。

　
「
不
況
型
倒
産
」
（
既
往

の
シ
ワ
寄
せ
＋
販
売
不
振
＋

売
掛
金
等
回
収
難
）
が

件

で
、
約
９
割
（
構
成
比

・

４
％
）
を
占
め
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
販
売
を
専
門
と
す
る
旅

行
業
者
（
Ｏ
Ｔ
Ａ
）
の
台
頭

で
ジ
リ
貧
状
態
に
陥
っ
た
旅

行
業
者
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
旅

行
需
要
が
消
失
し
先
行
き
の

見
通
し
が
立
た
ず
、
事
業
継

続
を
断
念
し
た
。

　
負
債
額
別
で
は
、
最
多
は

１
千
万
円
以
上
５
千
万
円
未

満
が

件
（
前
年
同
数
、
構

成
比

・
８
％
）
で
、
過
半

数
を
占
め
た
。
次
い
で
、
５

千
万
円
以
上
１
億
円
未
満
が

６
件（
前
年
比

・
２
％
減
、

同

・
０
％
）
、
１
億
円
以

上
５
億
円
未
満
が
４
件
（
前

年
同
数
、
同

・
３
％
）
で

続
く
。

　
１
億
円
未
満
が

件
（
前

年
比
４
・
７
％
減
）
で
、
構

成
比
は
前
年
（

・
０
％
）

よ
り
７
・
１
㌽
低
下
し
た
が
、

約
８
割
（

・
９
％
）
を
占

め
て
小
規
模
倒
産
が
中
心
と

な
る
様
子
を
み
せ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
前
年
に
発
生

し
な
か
っ
た
５
億
円
以
上
が

２
件
（
構
成
比
７
・
６
％
）

で
、
内
訳
は
５
億
円
以
上


億
円
未
満
と

億
円
以
上
が

各
１
件
。

　
形
態
別
で
は
、
「
破
産
」

が

件
（
前
年
同
数
、
構
成

比

・
１
％
）
で
最
多
、
倒

産
全
体
の
９
割
以
上
を
占
め

た
。
前
年
は
全
て
破
産
で
あ

っ
た
た
め
、
構
成
比
は
３
・

９
㌽
低
下
し
た
。

　
前
年
発
生
し
な
か
っ
た
民

事
再
生
法
は
１
件
。

年

（
１
件
）
以
来
、
５
年
ぶ
り

に
発
生
し
た
。

　
小
規
模
事
業
者
が
事
業
継

続
を
断
念
し
、
破
産
を
申
請

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
一
方

で
、
債
務
を
整
理
し
て
民
事

再
生
法
に
よ
り
再
出
発
を
図

る
ケ
ー
ス
は
多
く
な
い
。
な

お
、
旅
行
業
の
倒
産
で
会
社

更
生
法
を
申
請
し
た
の
は
、

過
去

年
間
で
龍
王
（
１
９

９
３
年

月
、
負
債
２
２
０

億
円
）
の
１
件
の
み
。

　
従
業
員
数
別
で
は
、
５
人

未
満
が

件
（
前
年
比

・

０
％
減
、
前
年

件
）
で
最

多
だ
っ
た
。
倒
産
全
体
の
約

７
割
（

・
２
％
）
を
占
め

る
。
次
い
で
、
５
人
以
上


人
未
満
が
５
件
（
前
年
比


・
０
％
増
）
で
、

人
未
満

の
小
規
模
企
業
が
９
割
（


・
３
％
）
を
占
め
る
。

　
一
方
、
前
年
発
生
し
な
か

っ
た

人
以
上
の
倒
産
は
２

件
。
内
訳
は
、

人
以
上


人
未
満
と

人
以
上
３
０
０

人
未
満
が
各
１
件
で
、
中
堅

規
模
へ
倒
産
が
拡
大
す
る
兆

し
を
み
せ
る
。

　
３
０
０
人
以
上
は
ゼ
ロ
で

２
０
１
２
年
以
降
、
８
年
連

続
で
発
生
し
て
い
な
い
。

　
地
区
別
で
は
、
９
地
区
の

う
ち
北
海
道
と
四
国
を
除
く

７
地
区
で
倒
産
が
発
生
し

た
。最
多
は
関
東
９
件
で
、近

畿
７
件
、
中
部
と
九
州
が
各

３
件
、中
国
２
件
、東
北
と
北

陸
が
各
１
件
の
順
。
前
年
比

で
は
、
前
年
発
生
し
な
か
っ

た
中
国
と
近
畿
（
前
年
比


・
０
％
増
）
の
２
地
区
で
増

加
し
た
。一
方
、四
国
（
同
１

０
０
・
０
％
減
）、中
部
（
同


・
０
％
減
）、九
州
（
同


・
０
％
減
）、関
東
（
同

・

０
％
減
）
の
４
地
区
で
減
少

し
た
。
東
北
、
北
陸
は
前
年

同
数
。
北
海
道
は
５
年
連
続

で
発
生
し
て
い
な
い
。

　
都
道
府
県
別
で
は
、
東
京

６
件（
前
年

件
）が
最
多
。

次
い
で
、
大
阪
４
件
（
同
３

件
）、愛
知
３
件（
同
２
件
）、

福
岡
２
件
（
同
４
件
）
、
青

森
、
茨
城
、
埼
玉
、
千
葉
、

富
山
、滋
賀
、京
都
、兵
庫
、

鳥
取
、
広
島
、
鹿
児
島
が
各

１
件
の
順
。
倒
産
が
前
年
発

生
し
、

年
に
発
生
し
な
か

っ
た
の
は
、福
島（
同
１
件
）、

岐
阜
（
同
１
件
）
、
静
岡

（
同
１
件
）
、
徳
島
（
同
１

件
）
の
４
県
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
入

国
停
止
、
緊
急
事
態
宣
言
発

令
に
よ
る
外
出
自
粛
な
ど

で
、
人
の
移
動
を
大
幅
に
制

限
し
宿
泊
業
界
に
大
打
撃
を

与
え
た
。政
府
は

年
７
月
、

観
光
業
界
へ
の
支
援
で
「
Ｇ

ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
が
、

一
部
の
人
気
観
光
地
や
宿
泊

施
設
に
予
約
が
集
中
し
、
恩

恵
に
与
れ
な
か
っ
た
宿
泊
施

設
も
出
て
い
た
。
ま
た
、
海

外
か
ら
の
入
国
制
限
は
緩
和

が
進
ま
ず
、
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

は
消
失
し
た
ま
ま
だ
。
そ
こ

に

月
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

の
第
３
波
が
始
ま
り
、Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
全
国
的
に
停
止
し
、
再

び
宿
泊
業
界
は
苦
境
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。

年
に
倒

産
し
た
宿
泊
業
者
は
、
も
と

も
と
業
績
低
迷
や
債
務
過
多

に
陥
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
コ

ロ
ナ
禍
が
ダ
メ
押
し
と
な

り
、
経
営
破
た
ん
し
た
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
。

　

年
の
宿
泊
業
の
倒
産

は
、
前
年
の
１
・
５
倍
に
急

増
し
、
７
年
ぶ
り
に
１
０
０

件
台
に
達
し
た
。こ
の
う
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
を
要
因
と
し
た
倒
産
は


件
発
生
し
、
宿
泊
業
の
倒

産
の
ほ
ぼ
半
数
（
構
成
比


・
６
％
）
を
占
め
た
。
業
種

別
の
構
成
比
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
倒
産
件

数
ト
ッ
プ
の
飲
食
業
（
同


・
３
％
）
や
ア
パ
レ
ル
関
連

（
同

・
０
％
）
を
大
き
く

上
回
り
、
最
も
高
い
。

　
直
近

年
間
の
宿
泊
業
の

倒
産
は
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
た

年（
１
３
４
件
）

が
最
多
で
、

年
は

年
と

並
ん
で
２
番
目
に
多
い
水
準

と
な
っ
た
。

　
負
債
総
額
は
５
８
０
億
１

２
０
０
万
円
（
前
年
比

・

０
％
減
）
で
、
２
年
ぶ
り
に

前
年
を
下
回
っ
た
。
前
年
に

４
０
０
億
円
台
の
倒
産
が
２

件
発
生
し
た
反
動
減
と
な
っ

た
。

　
原
因
別
で
は
、
「
販
売
不

振
」
が

件
（
前
年
比

・

２
％
増
）で
最
多
。次
い
で
、

「
既
往
の
シ
ワ
寄
せ
（
赤
字

累
積
）
」
が

件
（
同

・

２
％
増
）
、
代
表
者
の
死
亡

な
ど
偶
発
的
原
因
に
よ
る

「
そ
の
他
」
が
６
件
（
同
２

０
０
・
０
％
増
）
で
続
く
。

　
「
不
況
型
倒
産
」
（
既
往

の
シ
ワ
寄
せ
＋
販
売
不
振
＋

売
掛
金
等
回
収
難
）
は
１
０

１
件
で
、
構
成
比
は
約
９
割

（

・
５
％
）
を
占
め
た
。

団
体
旅
行
を
含
む
国
内
旅
行

者
の
減
少
に
よ
り
業
績
が
低

迷
し
て
い
た
宿
泊
業
者
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
よ
る

業
績
回
復
に
期
待
を
寄
せ
て

い
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
が
消
失
し
た
た
め
、
先
行

き
の
見
通
し
が
立
た
ず
事
業

継
続
を
断
念
し
た
事
業
者
が

続
出
し
た
。

　
負
債
額
別
で
は
、
５
億
円

以
上
の
構
成
比
が

・
６
％

で
、
前
年
（

・
６
％
）
よ

り
７
・
０
㌽
上
昇
し
た
。
内

訳
は
、
５
億
円
以
上

億
円

未
満
が

件
（
前
年
比
１
２

５
・
０
％
増
、
構
成
比

・

２
％
）
、

億
円
以
上
が


件
（
同

・
８
％
増
、
同


・
４
％
）
だ
っ
た
。

　
一
方
、
１
億
円
未
満
の
構

成
比
は

・
１
％
で
、
前
年

（

・
３
％
）
よ
り

・
２

㌽
低
下
し
た
。
内
訳
は
、
１

千
万
円
以
上
５
千
万
円
未
満

が

件
（
前
年
比

・
５
％

増
、
構
成
比

・
６
％
）
、

５
千
万
円
以
上
１
億
円
未
満

が

件
（
同

・
６
％
減
、

同
８
・
４
％
）
。

　
こ
の
ほ
か
、
１
億
円
以
上

５
億
円
未
満
が

件
（
同


・
０
％
増
、
同

・
２
％
）

で
最
多
を
占
め
る
。

　
中
堅
規
模
以
上
の
倒
産
が

増
加
す
る
様
相
を
み
せ
た
。

　

年
の
業
種
別
倒
産
件
数

の
う
ち
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
倒
産
」
が
占
め
る
構
成
比

は
、
「
宿
泊
業
」
が

・
６

％
で
最
も
高
か
っ
た
。
２
位

の
道
路
貨
物
運
送
業
（
構
成

比

・
４
％
）
に

・
２
㌽

の
差
を
つ
け
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
倒
産
件
数
が
最
多
の

「
飲
食
業
」
（
１
３
８
件
、

構
成
比

・
３
％
）
や
「
ア

パ
レ
ル
関
連（
製
造
・
販
売
）」

（

件
、
同

・
０
％
）
、

旅
行
業
や
冠
婚
葬
祭
業
を
含

む
「
そ
の
他
の
生
活
関
連
サ

ー
ビ
ス
業
」
（

件
、
同


・
３
％
）
を
上
回
り
、
唯
一


％
台
に
達
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
宿
泊
業
が
受

け
た
影
響
の
強
さ
を
映
し
出

し
て
い
る
。

　
従
業
員
数
別
で
は
、
５
人

未
満
が

件
（
前
年
比

・

４
％
増
、
前
年

件
）
で
最

多
だ
っ
た
。
倒
産
に
占
め
る

構
成
比
は

・
０
％
で
半
分

を
占
め
た
。

　
一
方
、

人
以
上
３
０
０

人
未
満
が
６
件
（
同
５
０
０

・
０
％
増
、
同
１
件
）
発
生

し
、
中
堅
規
模
へ
の
倒
産
の

広
が
り
を
み
せ
た
。

　
３
０
０
人
以
上
は
ゼ
ロ
で

２
０
１
２
年
以
降
、
８
年
連

続
で
発
生
し
て
い
な
い
。

　
地
区
別
で
は
、
９
地
区
全

て
で
倒
産
が
発
生
し
た
。
最

多
は
中
部

件
で
、
関
東


件
、近
畿

件
、東
北

件
、

九
州

件
、
中
国
７
件
、
北

陸
５
件
、
北
海
道
３
件
、
四

国
１
件
の
順
。前
年
比
で
は
、

９
地
区
中
６
地
区
で
増
加
し

た
。
近
畿
が
２
０
０
・
０
％

増
と
３
倍
増
で
最
も
増
加
率

が
高
く
、
中
部
１
０
６
・
６

％
増
、
九
州

・
３
％
増
、

北
陸

・
６
％
増
、
関
東


・
１
％
増
が
続
く
。

　
一
方
、
減
少
は
東
北
の


・
７
％
減
の
み
。
北
海
道
と

中
国
は
前
年
同
数
。

　
都
道
府
県
別
で
は
、

都

道
府
県
で
発
生
し
た
。
長
野


件
が
最
多
で
、東
京

件
、

静
岡
９
件
、
三
重
、
京
都
、

福
島
が
各
５
件
、
大
阪
、
兵

庫
、
奈
良
、
新
潟
が
各
４
件

で
続
く
。

　
件
数
が
５
件
以
上
の
う

ち
、
前
年
比
は
京
都
４
０
０

・
０
％
増
（
１
↓
５
件
）
、

長
野
３
０
０
・
０
％
増
（
３

↓

件
）
、
東
京

・
３
％

増
（
６
↓

件
）
と
、
３
都

府
県
で
際
立
っ
た
。

　
国
内
外
か
ら
の
訪
客
が
多

数
に
の
ぼ
る
京
都
や
東
京
、

温
泉
地
や
ス
キ
ー
場
な
ど
多

数
の
観
光
地
を
抱
え
る
長
野

で
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
こ
と
を
映
し
出
し
て

い
る
。




